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	応用
	抗原情報
	背景
	神経成長因子受容体は、保存された位置に6つのシステイン残基を含む40アミノ酸の繰り返し配列を4つ含む細胞外ドメイン、続いてセリン／スレオニンに富む領域、単一の膜貫通ドメイン、そして155アミノ酸の細胞質ドメインから構成されています。システインに富む領域には神経成長因子結合ドメインが含まれています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：デスドメインはRANBP9との相互作用を担います。,ドメイン：細胞外ドメインはNTRK1との相互作用を担います。,機能：NGF、BDNF、NT-3、およびNT-4に結合する低親和性受容体。神経細胞の細胞死だけでなく生存も媒介します。,PTM:N 型および O 型グリコシル化されています。,PTM:O 結合型グリカンは、1 つまたは 2 つの NeuNAc によって伸長した Gal(1-3)GalNAc コアで構成されています。,PTM:セリン残基がリン酸化されています。,類似性:1 つのデスドメインを含みます。,類似性:4 つの TNFR-Cys 繰り返しを含みます。,サブユニット:ホモ二量体; ジスルフィド結合。p75NTR 関連細胞死実行因子と相互作用します。TRAF2、TRAF4、TRAF6、PTPN13、および RANBP9 と相互作用します。TRAF6 を介して、NGFR を NTRK1 にブリッジする SQSTM1 と相互作用します。BEX1 および NGFRAP1/BEX3 と相互作用します。KIDINS220 および NTRK1 と相互作用します。 NTRK1およびKIDINS220と三元複合体を形成し、この複合体はKIDINS220の発現レベルに影響を受ける。KIDINS220の発現増加は、NGFRとNTRK1の結合を減少させる（類似性による）。LINGO1と相互作用する。
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;神経栄養因子;
	画像データ
	

	TNR16抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNR16抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TNR16 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	NGFR p75ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	NGFR p75ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

